ふれあい　２００３－２－ＪＮ､　２００３年７月２１日発行

育児及び介護のための勤務時間短縮期間の延長についてのお知らせ

　　　　平成１５年５月２８日付で、勤務時間短縮期間が延長されました。
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　　　　　　　　　育児のための勤務時間短縮期間について

「子の１回目の誕生日の前日まで」から「子の３回目の誕生日の前日まで」に延長されました。これにより、現時点で３歳未満の子供を持つ従業員は、希望により勤務時間の短縮を申請することが出来ます。
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介護のための勤務時間短縮期間について

「開始日から連続して３ヶ月を超えない期間」から「開始日から連続して６ヶ月を超えない期間」に延長されました。介護休業と勤務時間短縮をあわせて使用する場合は、合計期間は６ヶ月を超えないことが条件となります。また、その６ヶ月を超えない合計期間のうち介護休業は最初の３ヶ月に限られ、４ヶ月目からは勤務時間短縮のみ使用できます。

(休暇願（USFJFORM23EJ）については、「５．休暇の種類」にＲＷＨを書き加えた上、「６．休暇の期間」欄に勤務時間短縮期間の開始日と終了日及びＲＷＨをとる時間帯、左の時間欄には（期間中の合計の時間数ではなく）、1日あたりの短縮時間を記入するようにしてください。

(休暇願及び添付証明書類を、監督者に提出し許可をもらい次第、アドミンを通じて人事課に提出してください。

　　

　　育児のための勤務時間短縮の申請は開始日の少なくとも１ヶ月前までに、

　　介護のための勤務時間短縮の申請は開始日の少なくとも２週間前までに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                                                                お願いします。

ヤノフィットネスセンター利用についてのお知らせ

この度、ＭＬＣ・ＩＨＡ・ＭＣ従業員のヤノフィットネスセンターの利用が緩和されました。詳しくは、トリイ新聞の邦訳を英文とあわせて、ご参照ください。尚、ヤノフィットネスセンターからの諸注意、及び問い合わせ先を末尾に載せていますので利用される方はご確認ください。
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司令部によるフィットネスセンター利用方針の変更

２００３年７月４日付トリイ新聞邦訳
By Spc. Zach Mott 
Assistant editor
　在日米陸軍ＭＬＣ・ＩＨＡ従業員は、使用する余地がある場合ヤノフィットネスセンターの利用が可能になった。

　日本国政府は、合同委員会覚書４００３の中で、日米地位協定第３条に基づき、米軍司令官の権限に少し幅を持たせ、日本人の米軍施設利用について許可する判断ができることに合意した。在日米陸軍は、この新しい権限を行使し、ＭＬＣ・ＩＨＡ・ＭＣに基づき雇用されている米軍の日本人従業員にヤノフィットネスセンターへの出入り緩和を許可することとした。そこで、前在日米陸軍司令官トーマス･Ｇ･ミラー少将が、「上記に挙げる貴重な従業員」に対し、日米地位協定構成員が十分に使用し更に空きがある場合、ヤノフィットネスセンターの利用を認めるに至った。

　

　　国防総省の指示書や陸軍福利厚生関係の規則書によると、すべての陸軍福利厚生関係施設については、その利用が限られている場合は、現役軍人及びその家族に最優先権がある。また、現役軍人以外の利用者についても規定しており、現地司令官が判断する場合を除き、先着順で施設に出入りできる。

　キャンプ座間における陸軍コミュニティーにより良いサービスを提供するため、ヤノフィットネスセンターの利用に際して様々なレベルの優先順位を分類するという新方針が、以下のように確立された。

第一優先者：現役軍人及びその家族、それには現役勤務の予備役兵及び退役軍人(現役･予備役）とその家族を含む。

第二優先者：米国国防総省歳出内・歳出外資金による民間人雇用員、退職した民間人雇用者、陸軍空軍販売部（AAFES）雇用員及びその家族、国防総省との契約業者及びその有資格従業員。

第三優先者：合同委員会覚書に示すキャンプ座間の共同使用に基づき、出入りを許可される陸上自衛隊員。

この新方針は、日米地位協定第３条に基づき、空きがあって使用可能であればＭＬＣ・ＩＨＡ・ＭＣ従業員に、センターの出入り、利用を許可するものである。ＭＬＣ・ＩＨＡ・ＭＣ従業員は「その他」に分類される。

規定によると、ヤノフィットネスセンターでの利用の制限を設けている時間帯がある。午前５：３０から７：３０までと午前１１：３０から午後１：００までは第一､第二及び第三優先者に利用を限っている。しかし、週末やトレーニングホリデーには、祝日や週末の基地への入門を許可されていれば、上記利用者区分該当者全員に対して開放される。

　「施設の使用を全く禁止されていたことを考えると、これはＭＬＣ・ＩＨＡ従業員にとって朗報ですね。」第７８通信大隊、書類管理事務所の高橋淳一郎氏は話す。「今後は僕達の施設の利用方法がモニターされるでしょう。利用者の一人一人が、優先順位を考慮して、礼儀正しくマナーを守った利用をする必要があります。」

　ヤノフィットネスセンターに出入りする際は、軍服を着用しない利用者に対しては身分証明書が必要となる。米軍兵士と自衛隊関係者は、正式に認められているトレーニング服を着用している場合は、軍服と見なされ、身分証明書を見せる必要はない。

ヤノフィットネスセンターからの注意

(０５：００－０７：３０と１１：３０－１３：００の間は、たとえＩＤカードホルダーにエスコートされても使用できません。

(ＩＤ(ゲートパス）をフロントで必ずチェックしますので、携帯してください。

(上記の時間帯以外であっても、あくまで軍人、軍属、そしてその家族の方が優先であり、空きがある場合のみ利用可能であることを念頭において使用してください。
(ロッカーを使用される際は鍵がついていませんので、自分で施錠用の鍵をご持参ください。

(ご質問は、

２６３－３９５４　Paul Stearns, Sports Director        あるいは

２６３－７９７９　斎藤　陽子　　　　　　　　   までお願いします。
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